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Ｖ-2-10-2-7 貫通部止水処置の耐震性についての計算書
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1. 概要

本資料は，Ｖ-2-1-9「機能維持の基本方針」にて設定している構造強度及び機能維持の設計方

針に基づき，貫通部止水処置が設計用地震力に対して十分な構造強度及び止水機能を有している

ことを説明するものである。その耐震評価は貫通部止水処置の荷重評価により行う。 

貫通部止水処置は，設計基準対象施設においては浸水防止設備に分類される。 

以下，この分類に応じた耐震評価を示す。 

2. 基本方針

2.1 構造の説明 

Ｖ-2-1-11「機器・配管の耐震支持設計方針」にて設定した機器の支持方針を踏まえ設計した

貫通部止水処置の構造計画を第 2－1 表に示す。また，Ｖ-1-1-8-5「4.1.7(1) 貫通部止水処置

の漏えい試験」にて止水性を確認したシール材及びブーツを用い，止水性を維持する構造とす

る。 

第 2－1 表 貫通部止水処置の構造計画 

設備名称 
計画の概要 

対策説明図 
主体構造 止水処置方法手順 

貫通部 

止水処置 

シール材

にて構成

する。 

既設閉止板等と配管隙

間にコーキング材を施

工する。 

躯体へ閉止板を取り付

け，配管周り・閉止板外

周・ボルト頭にコーキン

グ施工する。 

スリーブに閉止板を取

り付け，コーキング施工

する。 

ブーツのベロー端部と

ベロー接合部等にコー

キングの増盛りで補修

を行う。 

躯体

配管・ダクト

コーキング

スリーブ

コーキング

既設
モルタル

躯体

配管・ダクト

コーキング

スリーブ

アンカーボルト

閉止板

既設
閉止板 コーキング

既設
閉止板

全周溶接

躯体

配管・ダクト

コーキング

スリーブ

閉止板

全周溶接

既設
閉止板 コーキング

既設
閉止板

全周溶接

躯体

配管・ダクト

スリーブ

既設
ブーツ

コーキング

既設
ブーツ コーキング
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2.2 耐震評価箇所 

シール材については，第 2－1 表に示すように，配管の貫通部に適用するシール材の耐震性を

満足させるために当該壁の貫通部直近に支持構造物を設置することとしており，地震時は建屋

と配管系が一体で動くことから，建屋－配管の間，建屋間相対変位の影響も軽微である。ブー

ツについては，伸縮性ゴムを使用しており，配管の地震変位に対しても十分な伸縮性を有して

いるため地震による影響は軽微であり，健全性が損なわれることはない。 

モルタルについては，地震時に配管の反力が直接作用することが考えられる。

2.3 評価方針 

(1) シール材及びラバーブーツ

シール材及びラバーブーツは，伸縮性や配管変位追従性を考慮して設計を行い，貫通部止水

構造に地震が作用した場合の性能試験にて耐震性を確認する。模擬体に地震時に相当する荷重

（又は変位）を付与した後，静水頭圧を作用させ確認する。また，余震が作用することも考慮

し，本震時に相当する荷重（又は変位）を付与した後，静水頭圧を作用させた状態で，余震時

に相当する荷重（又は変位）を付与し，貫通部止水材料の浸水抑制性能を確認する。 

  これらの結果から，貫通部止水材料が浸水抑制性能を有する限界荷重（又は変位）と浸水抑

制性能との関係を確認する。 

  設計においては，これらの検証結果から，貫通部止水構造の荷重（又は変位）が許容限界以

上とならないよう，貫通物を固定する等の設備補強を実施する。 

(2) モルタル

モルタルを充填した評価対象貫通部でのモルタル充填深から基準地震動ＳＳにおいて貫通

部に発生する圧縮・付着荷重が，モルタルの許容荷重以下になることを確認する。 
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